
文化施設感染防止対策について

１ 背景・目的

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念される中、市民が安全に施設を利用でき

るよう、第２波に備えた十分な感染予防対策が求められていることから、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大を予防し、市民が安心して施設を利用できる環境整備を行う。

２ 事業の概要

宮崎市民文化ホールに、数メートル離れたところから最大 20 人の温度を測定すること

ができ、発熱を感知することで、パソコン上でのアラームや、カメラ本体による発光や

警告音を出すことができる温度測定サーモカメラを購入し、設置する。

清武文化会館（図書室）に、図書等に付着する菌を除菌できる機器を１台購入し、

窓口等に設置することで、感染拡大防止を図る。

３ 予算額

備品購入費 １，４３１千円（財源：予備費）

（内訳）

サーマルアイ検温システム導入費用 １，１１４千円

図書用除菌ＢＯＸ ３１７千円
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